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１．はじめに
鋼矢板水路は一般的に無防食である為，年数

の経過とともに腐食が進行する。平成 22 年～
平成 24 年度に実装された国営造成水利施設保
全対策指導事業における機能診断結果による
と，鋼矢板水路において発生する変状としては
腐食が最も多く，これらの施設では腐食の進行
により孔食が生じ，機能低下が報告されている。
本報では長寿命化被覆防食工法として「超防食
セラミックコーティング工法（塗料名称：ラス
タッフ 2110）」を紹介する。

２．ラスタッフ2110の特徴
現状の有機系被覆防食における問題点は耐用

年数が短い（約 20 年）ことと，外部からの衝
撃等により損傷しやすく，腐食の原因になりや
すいことがある。

ラスタッフ 2110 の特徴としては有機系被膜
防食の良い部分を踏まえつつ前記の問題点を解
消した工法である。

ラスタッフ 2110 は主成分として特殊ポリ
マー，セラミック等を含み，他の防食系の材料
と比較して防食寿命を長期に維持する画期的な
防食材である。本材料の大きな特徴としては，
以下４点が挙げられる。

①耐腐食，耐薬品性に優れる
② 結露面（湿潤面）においても施工が可能であ

る。
③ 塗膜強度（付着性・耐衝撃性）が優れる
④ 施工時及び硬化後において，毒性物質の溶出

がなく環境に優しい材料である。
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図－１　鋼矢板腐食状況 図－２　ラスタッフ工法施工後
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３．耐腐食・耐薬品性に優れる
ラスタッフ 2110 は耐腐食性が他の防食塗料

に比べ非常に高い事が特徴である。防食性を計
る試験として耐塩水噴霧試験があるが，図３の
ように約 32,000 時間でも割れ，膨れ，剥がれ
がなく，これは（財）日本ウエザーリングテス
トセンターの促進暴露ハンドブックによる屋外
暴露との相関では約 100 年の防食効果に相当す
ると考えられる。

また他の防食方法との比較試験に於いても優
位性が見られた。溶融亜鉛メッキ，金属溶射，
Ｃ－５系塗装（重防食塗装）と塩水噴霧試験比
較試験を行った結果，約 18,000 時間経過（約
75 年相当）でも図４のようにラスタッフ塗装
では錆び，膨れ等は見られなかった。

耐薬品性も優れ，図５に示す強酸性フィール
ド試験でも塗膜異常は見られなかった。

図－５　強酸性フィールド試験状況と
試験後のコンクリート内部

４．結露面（湿潤面）にも直接塗布可能

現場補修の塗装工事は当日の天候状況に左右
される。また鋼矢板補修は水辺での施工になる
為，湿気結露などが施工上の阻害になる。ラス
タッフ 2110 は結露面・湿潤面でも直接施工出
来，接着硬化する。

図－６　結露・湿潤面での硬化の仕組み図－４　塩水噴霧試験（クロスカット）比較試験結果
溶融亜鉛めっきはHDZ55

金属溶射は亜鉛アルミ疑似合金溶射

図－３　塩水噴霧試験　32,000時間試験実施状況
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５．優れた塗膜強度
ラスタッフ 2110 はセラミックが配合された

非常に強い塗膜であり，耐衝撃性・耐摩耗性に
優れる。

図７～９の写真の様に鋼矢板の打設試験に於
いて，砂利を含む土中に塗装した新設の鋼矢板を

打ち込んでも塗膜剥離しないことが確認出来た。

６．優れた付着性・耐衝撃性
ラスタッフ 2110 は付着力が高く，図 10 に示

すJIS K 5600-5-7の付着強さ試験で18.0N/mm2 あ
る。鋼構造物塗膜調査マニュアルJSS Ⅳ 03-2018

（日本鋼構造協会）では 2.0MPa（=2.0N/mm2）
以上が最も良い評価とされており，非常に優れ
た付着力であると言える。

図－10　プルオフ法試験

また，図11の耐衝撃性試験（JIS K 5600-5-3）
でも割れ，剥がれが認められず，図 12 の耐摩
耗試験（JIS K 5600-5-9）に於いても 70.9mg と
いう結果が出ている。ラスタッフ 2110 と同様
な用途のエポキシ樹脂塗料は 80mg 程度であ
り，他製品とほぼ同等の耐摩耗性である。以上
の結果より，特に流出物などがぶつかり塗膜を
損傷する場面が多い鋼矢板補修において適した
材料であると言える。

図－７　鋼矢板打ち込み状況

図－８　鋼矢板打ち込み後の塗膜確認

図－９　鋼矢板塗装後にワイヤーロープで
移動でも塗膜剥離無し 図－11　耐衝撃性試験 図－12　耐摩耗試験（摩耗輪法）
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７．毒性物質の溶出が無い
塗膜の毒性溶出試験についても厚生省令第370

号での試験結果（表－１）においても毒性物質が
基準値以下であり，環境性にも適した塗膜である。

表－１

８．製品の性能及び規格
①塗料性状

ラスタッフ 2110 の性状は表－２に示すとお
りである。

②塗料品質試験
ラスタッフ 2110 の品質試験に関し，各試験

方法と結果について表－３に示す。

表－３　ラスタッフ2110の品質試験結果

９．鋼矢板超防食セラミックコーティング工法
施工手順
既設鋼材（鋼矢板）表面とコーティング材

との一体化を図る為，ブラスト（スチール
ショット，サンド）による研掃を行い，既設
鋼材表面の腐食層，錆び，汚れ等を取り除
く事が重要である。環境を配慮して回収型の
ブラストシステムとして超高圧ウォーター
ジェットによる表面処理を推奨する。以下に
示すフローで施工を行う。工程の写真を図13～
15 に示す。

表－２　ラスタッフ2110の性状
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図－13　超高圧ウォータージェット状況

図－14　ラスタッフ2110下塗

図－15　ラスタッフ2110上塗
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10．ラスタッフ2110適合規格
農業水利施設の補修・補強工事に関するマ

ニュアル【鋼矢板水路腐食対策（補修）編】（案）
（農林水産省農村振興局整備部設計課施工企

画調整室作成　令和元年９月）における有機系
被覆工法の規格試験に於いても表－４に示す結
果となり，適合している。

11．おわりに
鋼矢板防食に於いて，特に有機系被覆につい

ては防食対策が確立されていないのが現状であ
る。この問題に対し「鋼矢板超防食セラミック
コーティング工法」は，鋼矢板の劣化状況に応

じてブラスト，超高圧ウォータージェットを使
用し，健全な鋼材面を露出させ，「ラスタッフ
2110」を使用する事により，高腐食・高付着・
高耐久な塗膜で長期的な防食を行うことができ
るこれまでにはない工法である。

表－４　ラスタッフ2110の品質試験

参考資料１ ：主な施工実績（農業土木事業関連）
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参考資料２： ５年後経年調査写真（平成 23 年　新潟県施工）

５年経過後の調査（平成 28 年 11 月）では塗膜に大きな損傷，劣化，さび等が見られず問題無し。

左岸全景

左岸近景

右岸全景

右岸近景
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